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松山市で一年間に扱うごみの量

みなさまの適正な分別と事業者の協力などにより「資源化」されています。

ごみ処理にかかるお金

総排出量
142,008t

可燃ごみ
84,416t

紙類
7,186t

埋立ごみ
1,581t

粗大ごみ
3,342t

金物・ガラス類 5,879t

プラスチック製
容器包装 
6,136t

直接搬入ごみ
31,755t

不法投棄・その他
135t
水銀ごみ 41t

ペットボトル
1,537t

市民一人当たり 約12,900円の負担

管理費 
3.1億円

再資源化費 
1.2億円

焼却費
31.5億円

収集費
24.1億円

埋立費
5.6億円

※令和2年度 ※令和2年度

アルミ

スチール

その他鉄

白びん

茶びん

その他ガラス

新聞紙

本類・雑がみ

段ボール

紙パック

ペットボトル

プラスチック製容器包装

水銀ごみ

粗大ごみ

540ｔ

678ｔ

222ｔ

218ｔ

809ｔ

3,223ｔ

1,414ｔ

5,673ｔ

1,996ｔ

3,155ｔ

2,045ｔ

44ｔ

41ｔ

1,831ｔ

金
物
・
ガ
ラ
ス
類

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
者紙

　類

再生品資源化
ルート

アルミ缶・アルミ製品

スチール缶・鉄

鉄

ガラス製品

ガラス製品

道路路盤材・骨材

化学繊維・卵パック・漆器

プラスチック製品

新聞紙・印刷用紙

段ボール・ボール紙・紙管・ふすま・雑誌

段ボール・ボール紙・紙管

トイレットペーパー・ティッシュペーパー

鉄・蛍光灯

鉄・アルミなど

ごみ処理費
66億円
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3Rと松山市のごみ事情 ………

ごみの分け方と出し方…………
可燃ごみの出し方………………
ペットボトルの出し方 …………
プラスチック製容器包装の出し方…
紙類の出し方……………………
金物・ガラス類の出し方………
埋立ごみの出し方………………
水銀ごみの出し方………………
粗大ごみの出し方………………
ごみ分別に関する Q&A ………

ごみ分別辞典……………………

排出禁止物について……………
二輪車のリサイクルについて…
消火器の処分について…………
パソコンのリサイクルについて…
小型充電式電池（二次電池）の
分別回収について………………
家電リサイクルについて………

南クリーンセンター・
西クリーンセンターご案内……
横谷埋立センター・
大西谷埋立センターご案内……
お問い合せ先一覧………………
電気式生ごみ処理機
購入費補助事業について………
転入者からよくあるお問い合せ…

松 山 市 ご み 分 別
は や わ か り 帳

ごみの分別ガイドごみの分別ガイド

ごみ分別辞典ごみ分別辞典

市が収集しないごみ市が収集しないごみ

お知らせ・施設紹介お知らせ・施設紹介

平成２3年度（R4.4改定）版

近年、私たちは便利で快適な生活を送っています。
何かを「買う」ということは、

「いずれ手放す（捨てる）時がくる」ということ。
現在の社会は、複雑な製品や容器包装ごみなど、
ごみを処分する時に分別に悩んだり、
ごみがかさばったりするものが多く流通しています。
分別に困ったときは、この冊子をご利用ください。
ごみの減量とリサイクルにご理解・ご協力をお願いします。

松山市のごみ事情

地球を救うための
「3Ｒ生活」を始めましょう！

「モノ」を作るためには「資源」が必要です。
しかし、その資源もいずれは枯渇するもの。
現在の社会は「循環型社会」と呼ばれており、
私たちには限りある資源をできるだけ長く大切に使うことが
求められています。そんな私たちがとるべき行動は「3Ｒ」。
❶Reduce　❷Reuse　❸Recycle　の順に
重要であると言われています。

ごみ事情

リデュース
R educe

【減らす】

リユース
【繰り返し使う】

R euse

【再生利用する】

リサイクル
R ecycle

● 必要なだけ買う
● 詰め替え商品を選ぶ
● 長く使えるものを選ぶ
● 修理をして使う

● 誰かに譲る
● リターナルびんの利用
● リユースショップの利用

● ごみの分別

限りある資源・美しい環境を次の世代へ残すため、
ごみの分別にご協力ください。

さぁ、ひとりひとりできることから始めましょう！
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３R生活！
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